
［
ジ
ー
・
ジ
ー
］  2009

 S
U

M
M

ER
  V

O
L.10紙で制作されたさまざまなデザインの服は、日本

画専攻の大学院生、柴野緑さんの作品。学部の
卒業制作では600個以上の木の枠による作品を
創ったように、柴野さんはここのところずっと、日
本画の様式にとらわれない表現に取り組んでいま
す。試行錯誤する中で、今、手応えを感じている
のが、紙で服をつくること。服は着ている人に馴
染み、その人の生活の痕跡となるもの。ある人物
が着ている洋服を型どりながら、紙で服を制作す
ることでその存在の在処を知りたいと、ディテー
ルまで丁寧に仕上げられています。

“痕跡” をテーマに制作された和紙の服
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「g*g」とは?
芸工大広報誌のタイトルは「g*g」。最初の「g」は
ズバリ芸工大のgであり、もう一つの「g」は芸術市
民のg。文化的志向を持った人々のことを「芸術市
民」と名付けました。あの絵が好き！ このデザインか
っこいい！ 景観がきれい！ こんな風に日常の中で感
動できる人は立派な芸術市民です。そんな芸術市民
のみなさんと芸工大が、「＋」より強い「*」で結ばれることで、新しい何かを創り上げていきたい、そんな
思いを込めて「g*g」、親しみを込めて「ジー・ジー」と
呼んでください。
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4月29日にせんだいメディアテークで行われ
たトークライブは、会場に入りきらず通路に
立ち見が出るほどの大盛況。「アートが世界
にできること」というテーマのもと、脳科学
者の茂木健一郎氏と本学宮島副学長が、
「ソウゾウリョク」の視点での意見交換を約
1時間半にわたって繰り広げました。宮島副
学長が「文学（芸術）はアフリカの飢えた
子供を救えるか」というサルトルの言葉に
衝撃を受けた話題からスタートし、先日ウガ
ンダへ行き、芸工大の学生とエイズ孤児と
が描いた絵によるワークショップを行ったこ
とを報告。「はじめは暗い表情だったウガン
ダの子どもたちが、絵を描くうちに明るくな
っていく……。そんな光景を目の当たりにし
た」。茂木氏は、「アートは我々の生活の必
要からは外れた行為と捉えがちだが、実は
我々が生きることに密接に結びついている。
地位や名誉は関係なく、人を幸せにするこ
とができるもの」とアートの力に触れると、
宮島副学長も「アートには2つの『ソウゾウ
リョク』を養成する力がある。その2つとは、
他者の苦しみや悲しみを想像する力と、困
難な問題を解決していく創造する力。そして、
アートを学ぶ大学で育まれるこの2つの力を
活かす場所は数限りなくあって、アートの世
界だけに留まるものではない」と力説。価
値観が資本主義に傾向した時代から、限り
有る地球環境の中で私たちがいかに暮らす
か、という変化の時代に武器となるのはこ
の「ソウゾウリョク」というキーワード。小さ
なことでも世界中の人が、相手のことを想
像し、相手の幸せを創造していくことで、少
しずつでも世界を変えていけるということ。
「あらゆる分野で『ソウゾウリョク』を発揮で
きる人材を育てていきたいと考えています」
という宮島副学長の熱い思いに触れ、茂木
氏からも「自然豊かな山形にある芸工大で
何か凄いことが起こっている」と、聴衆の
「ソウゾウリョク」に強く訴えかけていました。

茂木健一郎×宮島達男  特別トークライブ
「アートが世界にできること。」

脳科学者と芸術家が
「ソウゾウリョク」の
必要性を語り合った。

〈庄内映画村〉の石倉オープンセ
ットに到着し、ここでの見学ポイ
ントや企画課題について説明する
小山教授と、真剣に話に聞き入る
企画構想学科の学生たち。

〈悠創の丘〉に向かう途中、何度
も立ち止まっては自然界に見られ
る不思議な必然話を展開する岡田
教授。草の葉一枚、木の実一粒、
枯れたヒマワリまでもが教材です。

茂木健一郎　Mogi  Kenichiro 

1962 年東京都生まれ。東京大学理学系大学院物理
学専攻修士課程修了。理学博士。脳と心の関係を
研究するほか、NHK『プロフェッショナルー仕事の
流儀』キャスターなど多方面で活躍。

宮島達男　Miyajima Tatsuo 

1957 年東京都生まれ。東京藝術大学修士課程修
了。東北芸術工科大学副学長・デザイン工学部長。
発光ダイオードのデジタルカウンターを使用した作品
で国際的評価も高い現代美術家。

友達や地域の人や、自然、社会が喜ぶことを真剣に考えるココロ。

相手が辛そうな時、その傷みや苦しみを理解する「想像力」、解決する方法を探る「創造力」。

アートやデザインを学ぶということは、自分らしさや優しさ、イメージする力を引き出すということ。

まずは、自分の生活や家族や地域社会といった身近なところから、一つひとつにその力を発揮していく。

すると世界は少しずつ良い方向に変わっていくはずです。芸工大は、いろんな分野で社会に貢献できる、

そんな想像力と創造力を持ったクリエイティブな人材をたくさん輩出していきたいと思っています。

その2つのソウゾウリョクを持つ人材育成のために、芸工大の学生が日々学んでいる演習内容を、

今年度新設となった企画構想学科と総合美術コースからご紹介します。

芸工大の2つの「ソウゾウリョク」。

「企画構想学科」では、〈庄内映画村〉視察を中心とした
1泊2日の研修旅行を通じて、企画の現場を生で体験。

企画構想学科のテーマは、人や社会を
幸せにするアイデアを企画し、実現す
るという、モノやカタチではないデザイ
ンの力を学ぶこと。1年生の目標は、さ
まざまな価値や魅力を日頃から発見で
きる「アイデア体質」になることです。
小山薫堂教授をはじめとする、各分野
のプロフェッショナルを教授陣に、実
践的で戦略的な授業を展開しています。
新設から約2カ月が経った6月中旬、学
生約50名と学科教授陣は、まだ一般
公開前の〈庄内映画村〉を訪ねました。
『ジャンゴ』『座頭市－ THE LAST－』
などの話題作が撮影された、映画のオ
ープンセットの見学です。『座頭市－
THE LAST－』が撮影された漁村の
セットで写真撮影をしたり、櫓に上って
広大なセットの全景を眺めたり、学生
たちは観光気分。しかし、これは研修

旅行。少し時間が経ったところで、小
山教授から学生へ課題が伝えられまし
た。それは、庄内映画村のオープンセ
ットが 9月に一般公開し、記者発表を
行うという実際の予定に合わせて、多
くの報道陣を集めて、全国ニュースとし
て扱ってもらうための、プロモーション
企画を構想するというもの。「アイデア
体質」づくりに励む学生にとっては、映
画村というテーマパークは、大きな教
材なのです。山林に囲まれた敷地をバ
スで移動し、小山教授が脚本を手がけ
た12月公開予定の映画『スノープリン
ス』のオープンセットへ。映画村の魅
力を引き出すために、セットを見る学生
の目も真剣です。また、主人公の少年
の家や炭焼き小屋など、映画のセット
を脚本家「小山薫堂」本人に案内して
もらうという貴重な時間も。

そして、映画村見学の終盤に、この日
の隠れたメインイベントともいえる事件
が発生！？ セットのサーカス小屋に入っ
た小山教授へ、突然襲いかかる着ぐる
みのクマ。驚く小山教授に向かって学
生が「ハッピーバースデイ！ 小山先
生！！」。実は今日は小山教授の誕生日。
学生たちが仕掛けたサプライズだった
のです。人を喜ばせること、幸せにす
ることを主眼に企画を考えている教授
を逆に喜ばせようと実行された企画。
学科の精神が学生へ伝わりはじめてい
るのが見えた研修旅行でした。

日常の中で、当たり前だったことの価値を再発見。
その魅力の引き出し方や表現方法、ターゲット
やその周辺とのコミュニケーション手法、時代を
見極める感性など、「企画」に求められるさまざ
まなアプローチとプロセスを習得する学科です。

企画構想学科

知性と感性の両面を重視した、全国でも例を見ない「総合美術コース」。
そのフィールドワークをのぞいてみると……。

画家や彫刻家など、専門性を高めてス
ペシャリストを養成するのが芸術大学
と思われがちです。しかし、美術科の
「総合美術コース」は、「芸術とは何だ
ろう」「表現するとは何だろう」という
原点から、芸術の可能性を追求し、広
範囲な知識や経験をもつジェネラリス
トの育成を目指しています。幅広い芸
術の知識や経験を基礎にすれば、より
高いピラミッドを積み上げられるはず。
その頂にあるのは、今までのジャンル
にとらわれない新しい独創的な芸術表
現や、芸術を通して人々の心や暮らし
を豊かにする社会活動など。そのため
「総合美術コース」のカリキュラムには、
地域と関わるフィールドワークやワーク
ショップなど多角的な授業が中心です。
この日も岡田真宏教授と花澤洋太准教
授によるフィールドワーク。教室で今

日の授業の狙いや、全体の課題につ
いての説明を受けた後、大学裏手の
〈悠創の丘〉へと向かいました。自然
界の、時とともに変化しながら形を創
り出す「法則性」に目を向けながら、
各自が美しいと感じ、やすらぎを感じ、
目と心を配る授業です。岡田教授を囲
みながら悠創の丘へと向かう20数名
の学生たち。その途中に咲く草花や頭
上の枝葉にも反応し、そこに見られる
フラクタル（反復する幾何学的な造
形）に関する解説をする岡田教授。遠
くに見える山々の微妙な色の違いから
光の波長の話に及び、宇宙の話にまで
広がる振り幅の大きさに、学生たちも
熱心に耳を傾けていました。その後、
各自がそれぞれの方法で自然の法則に
触れ、何かを感じてスケッチを始める
者、写真を撮る者、さらに何かを求め

て丘の上へと分け入る者、自身の感性
を研ぎ澄ませていきます。「制作の前
段に重心を置いた独創的な授業展開
に、はじめは驚いていた学生たちも、
入学後わずか1カ月半で目覚ましいほど
に意識に変化が見られた」と岡田教授。
早くも3年後への期待が膨らんでいま
す。将来は、前衛的な芸術家かもしれ
ませんし、幼児教育家や音楽家という
道もあります。アートを使ってよりよい
社会づくりに貢献するという道も。自ら
職業を創り出す、そんな学生を育てる
コースなのです。

このコースでは、芸術の真の力を社会のさまざ
まな場面で活用していくことを目標としています。
芸術のジャンルにとらわれず、新しい表現を追
求する道と、芸術を通して人々の暮らしや心を
豊かにする社会活動で活躍する道が開かれます。

美術科 総合美術コース
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プロダクトデザイナーとして活躍してい
る上原先生は高校時代から知っていて、
この先生に学びたいと思い、芸工大を
受験した大橋さん。その時の面接担当
も上原先生で大感激したそうです。大
橋さんが 3年の時に産学共創プロジェ
クトの第1弾がスタート。ホンダ技術研
究所との取り組みで、家庭用の耕耘
機をデザインし、実物大のクレイモデ
ルを制作しました。課題提出までの限
られた時間、クオリティやチームワーク
などさまざまな点でモノづくりの厳しさ

を体験する毎日。その頑張りが認めら
れ、ホンダの担当者から誘いを受けて、
2週間のインターンシップ（就業体験）
へも参加。こうしたつながりも入社試
験で評価されたのか、かねてから希望
していた自動車のデザイン部門に採用
されたのです。「上原先生は、普段は
気さくでとても話しやすい人。でも、授
業では本当に厳しかったですね」と大
橋さん。産学共創の初代がしっかり成
果を残してくれたことで次々に後輩たち
にもチャンスは巡ってきているようです。

大橋智哉　Ohashi Tomoya（写真は大学生時代）
福島県出身、2006年度デザイン工学部プロダクトデザイン学科卒業。
現在は、ホンダ技術研究所のデザイン開発室に勤務。自動車のエクステ
リアデザインを担当し、多忙ながら充実した日々を送っている。

●上原先生へひとこと
先生の優しくて厳しい指導のおかげで今があります。いつの日か先生に乗っ
てほしいと胸を張って言えるような自動車をデザインしたいです。

産学共創をきっかけに
ホンダへの入社を果たす。
自動車やバイクのデザインがしたいと芸工大に入学した大橋さん。
憧れの上原先生に学びながら産学共創に取り組み、今ではその夢をデザイン中。

2005

これまでの
産学連携の作品

2005年から続く産学共創プ
ロジェクト。ここで紹介してい
る他にも、東芝や東海理化な
ど多数の企業による課題に学
生が取り組んでいる。

2005

ホンダ技術研究所とのプロジェクトで学生
がデザインした、家庭用耕耘機「may」
の実物大プロトタイプ。

2006

引き続きホンダ技術研究所とのプロジェク
ト。家庭用除雪機のデザイン課題で、実際
に除雪を体験しながらデザインをした。

2007

キヤノンとのプロジェクト。課題となった次
世代デジタル一眼レフカメラのデザインを
するために、バードウォッチングを体験。

2008

ホンダ技術研究所との課題で学生がデザ
イン。小型汎用エンジン使用の浄水器と
貯水タンク一体型「Q」の CGレンダリング。

上原先生に学びたいと選んだ芸工大、
産学共創での出会いや経験は大きな財産。

プロダクトデザイン学科が取り組む産
学共創プロジェクトの第5弾となる今年
のパートナーは「スノーピーク」。新潟
県が本社の大手アウトドア用品メーカ
ーです。耕耘機やカメラなど課題が決
まっていたこれまでの産学共創とは違
い、今回は「アウトドア」という大きな
テーマで、学生は何をデザインしても
良いという課題。今までと趣向を変え
たのは、プロダクトデザインの幅広さや
企業の規模なども含めて試行錯誤して
ほしいと願う上原先生の方針。産学共

創プロジェクトに参加した経験は、社
会的な評価対象にもつながり、就職活
動時の自己 PRにも直接的につながる
もの。その点、大橋さんは産学共創プ
ロジェクトのきっかけを自身の努力で就
職に結びつけた、理想的なケース。「企
業や社会が求める人材を育てるために、
敢えて厳しくしています。後から振り返
って、いい経験が出来た、やって良か
ったと感じてもらえればいい」。学生た
ちの将来のため、憎まれ役も覚悟で上
原先生は人材育成を行っています。

求められる人材育成のために敢えて厳しく、
プロジェクトの第5弾はアウトドア。

上原勲　Uehara Isao 

東京都出身。プロダクトデザイン学科准教授。東京藝術大学美術学部工
芸科卒業。専門はクラフトデザイン、カーデザイン。ヤマハ発動機、フェ
ラーリ F355GTカーなど様々な領域のプロダクトデザインを手掛ける。

●大橋さんへひとこと
デザインの力を世のため人のために活かして、世界に変化を与えてほし
い。大橋君がデザインした車に乗ってみたい。楽しみにしているよ。

芸工大OB

芸工大は山形銀行と連携した環境保全活動のひ
とつとして、7月からペットボトルキャップのリサイ
クル運動「エコキャップ推進運動」を実施してい
ます。この運動のポスターとキャップ専用回収ボ
ックスは、芸工大「チーム ECO」の学生がデザイ
ンしたもの。芸工大と、山形銀行の全ての営業店
や関連会社に設置されています。CO2の削減のほ
か、キャップ 800個で1人分のポリオワクチン代
（約20円）になります。是非ご協力ください。

山形銀行との連携
あらゆる製品、住宅などのインテリアや
家具、公共空間やディスプレイまで、私
たちの生活を支え彩る、製品や空間を生
み出すデザイナーを養成。レーザーカッ
ターや合板プレス機などの充実した設備
を活かした演習のほか、ホンダやキヤノ
ンなど大手企業との共同授業も展開。
枠組みを超えた、実験的デザインの精
神を大切にしていることも特徴です。

プロダクトデザイン学科

プロジェクト YOUTHの主要メンバ
ー。写真左から：松﨑晃子さん、福
田秀則チーフプロデューサー、浦川
真さん（以上 NHK）、芸工大チーム
のリーダー的存在・金子正人、高橋
智朗、高内彩夏、能登みさと

芸工大生は2009年3月のプロジェクト
スタート時から「プロジェクト YOUTH」
として、プロジェクトに関わるロゴ制作
などを担当。現グラフィックデザイン
学科の金子さんを中心に、10名以上
の学生が NHK 山形テレビ放送 50周
年の節目となるイベントや番組制作の
お手伝いをしています。また、月～金
曜日の番組「やまモリ！」内のコーナー
「オラコシェダ！」では、映像学科の学
生作品の放映などでも参加。今年9月
に放送予定の、NHK 山形記念ドラマ
『スキップ！～商店街が生んだアイドル
～』ではプロモーション活動の一部も
担当しています。記者会見の企画や番
組制作会議にも学生が出席し、取材
をした5月27日の会議では、ロケ現場
での協力体制やドラマの舞台となる

“さくらんぼ商店街（架空）” ブログの
運営などについて話し合われました。
ドラマのプロデューサーやディレクター
をはじめ、制作や技術の方など、NHK

スタッフとの打ち合わせは、とてもフレ
ンドリーな雰囲気で進行。以前は、
NHKに対して堅さや敷居の高さを感じ
ていたという学生たちも、このプロジェ
クトに関わることでイメージは大分変わ
った様子です。しかし、実際に放映さ
れる制作現場ですから、そこに臨む際
の緊張感は大学の授業とは異なるよう
です。また、NHK 側から求められてい
る要望も実現化前提のものなので、頑
張り甲斐もあるはず。大学の中だけで
は得られない経験をすることができる
のも、山形という土地の芸工大ならで
は、と言えるでしょう。

放送局と在学生がコラボレーション！
舞台裏は貴重な体験の連続でした。
NHK 山形放送局がテレビ放送開始 50周年を迎える今年、より県内の若者とのつながりを深めようと
「プロジェクト YOUTH」を立ち上げました。その主要メンバーとして芸工大生が活躍中。

50周年記念ドラマ『スキップ！』にもさまざまなカタチで参加協力しています。

NHK山形放送局 芸工大生

山形市が、2年に1度「映画の都」に
なる1週間なのが、山形国際ドキュメ
ンタリー映画祭の開催期間。2009年
度の開催は10月8日－14日です。平
成元年に山形市制100周年記念行事
としてスタートしたこの映画祭は、回
を重ねるごとに評判を高め、今ではア
ジアを中心に、世界中の映画関係者
が注目する映画祭へと育ちました。観
客数も延べ2万人を超すまでになりま
したが、近年は特に若い世代の観客
が目立つようになっています。全国各
地から映像を学ぶ学生たちが山形に
集まって来るのです。映像学科の学
生にとっては絶対に欠かせない一大イ
ベントと言えるでしょう。そして芸工
大にはこの映画祭をボランティア活動
でサポートするチュートリアル「ドキ
山」というグループがあります。映像
学科の加藤到教授を中心に、在学生
たちが映画祭の運営、広報媒体の制
作補助などに関わっています。映画を
作るというだけでなく、学生にとって
は多くの人々に映像を楽しんでもらい、
地域と一緒に文化を育てる、貴重な
実体験の場でもあります。

山形国際ドキュメンタリー
映画祭の運営もサポート

アウトドア経験の少ない学生たちのためにみんなでキャンプへ。大いに楽しんで感覚を磨いた。

大橋さんが描いたデザイン画をもとにチームで作り上げた家庭用耕耘機の実物大プロトタイプ。

2009

在学生が制作したロゴマーク。上から
「プロジェクトＹＯＵＴＨ」ロゴ（制作：3

年吉田奈々）、「NHK 山形テレビ放送
開始 50周年記念」ロゴ（制作：4年金
子正人）、山形発ドラマ「スキップ！」
ロゴ（制作：2年能登みさと）

NHK山形記念ドラマ「スキップ！」
で、ピンクの Tシャツを着てエキ
ストラ出演する在学生たち。
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●出品者
吉田庸一　Yoshida Yoichi 

山形市在住。3年前に引き続きこの春からの公開講
座を受講中。芸工大の近くに自宅があり、この界隈は
子ども時代の遊び場。以前から興味があった陶芸講
座に通い始め、毎日使える器作りを楽しんでいる。

●寸評
佐々木理一　Sasaki Riichi

美術科工芸コース陶芸主任講師。1989年 東京藝
術大学大学院美術研究科陶芸専攻修了。修了制
作サロン・ド・プランタン賞受賞、日展入選など、受賞
歴多数。公開講座でも講師を務めている。 毎日の食卓で愛用されている中鉢

1/2

http://gs.tuad.ac.jp/gg/
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WELCOME TO TUAD
2009年のおすすめ展覧会

SHORT REVIEW
あなたの作品、寸評室

3年前に芸工大の公開講座で陶芸を受講
した吉田さん。その時の作品3点を持参し、
工芸コースの佐々木先生の評価を仰ぐこ
とに。現在は少し難易度の高い磁器制作
に挑戦中で完成の時を楽しみにしている。

佐々木　3年前の公開講座「ろくろ入門
編」で作られた中鉢ですね。なかなかい
い感じに仕上がっていますが、それまで
にも陶芸は経験されていたんですか。
吉田　30年ほど前に盆栽の鉢がほしくて
手びねりで作ったことはありましたが、ロ
クロをひくのはまったく初めてで、実際に
使える器が作れるとは思ってもみません
でした。自分で作った器に自分で作った料
理を盛りつける、こんな贅沢はないですね。
佐々木　吉田さんは料理も作られるんで
すか。この茶色の中鉢は、縁の部分が少
し立ち上がっていてちょっとつゆだくの煮
物にも使えていいですよ。これはまさに
料理を作る人の感覚ですね。
吉田　でも、よく見るとこの縁の部分が
結構ゆがんでいるんですよね。それが素

人らしくていいのかもしれませんが……。
佐々木　まあ100％はありませんからね。
多少ゆがんでしまったり、釉薬が偏って
しまったり。この白い中鉢は釉薬を2重掛
けした分、釉薬が模様のように浮いてき
ているんですね。なかなか狙ってできるも
のではないです。
吉田　この小さい器は、家内の一番のお気
に入りなんですね。とても下手なんだけれど
も偶然の味わいがあるなと思っています。
佐々木　この色がついている部分は、釉
掛けして振ったんでしょうね。動きがあっ
ていいですよ。吉田さんのように料理好
きの方もいれば、お酒の好きな人や生け
花や茶道をやっている人、陶芸そのもの
を楽しんで、さらにその先にそれらを使う
楽しさがあるというのがいいですよね。
吉田　講座仲間にはすごいキャリアの人
もいますが、私はこれくらいが限界ですね。
佐々木　いや、ここまでできるということ
は、もっといろいろ楽しめると思いますよ。
吉田　先生の今の一言でまた欲が出てき
ました。これからも宜しくお願いいたします。

『ひじおりの灯  2009』
会期：7月13日（月）－8月31日（月）
点灯：18：00－20：00（会期中無休／入場無料）
会場：肘折温泉街（山形県最上郡大蔵村肘折温泉）
主催：肘折地区＋東北芸術工科大学
問合せ：0233-76-2321（柿崎）

〈『湯の里ひじおり』東京上映会〉
会期：7月23日（木）－25日（土）19：00－（76分）
会場：江東区文化センター（東西線東陽町駅下車5分）
料金：1,500円／前売り券1,000円
問合せ：03-3555-3987（パンドラ）

『湯の里ひじおり―学校のある最後の1年』
©アムール／ http://hijiorieiga.blog.shinobi.jp

照明デザイン：竹内昌義（みかんぐみ）／
灯籠絵：若月公平（2008年）

約4千人の村民が暮らす、美しい村・山
形県最上郡大蔵村のさらに山奥に、開湯
1200余年を数える肘折温泉がある。肘
折は農閑期に骨休みをする “湯治場” と
して東北では古くから知られる。また、霊
峰・月山の登山口でもあることから、江戸
時代は山岳信仰の霊湯として栄え、近代
に入ってからは鉱山街としても隆盛した。
農家の働き手や鉱夫たち、信心深い修
験者たちを、何百年も癒し続けてきた肘
折の湯は、いにしえの火山爆発の賜物だ。
一見、眠っているように静かな温泉街は、
実は外輪山に囲まれたカルデラ盆地の底
にあり、湯はさして掘らなくても、大地か
ら噴出するように湧き出ている。
豊富な源泉、鉱物をめぐる興亡、月山への
信仰……すり鉢状の肘折カルデラに刻ま
れた爆発の痕跡と、ここに棲みついてきた
人々の記憶を辿るようにして、温泉につか
り、湯守たちと語らい、集落周辺を歩き回
っていると、外輪山に抱かれるようにして
佇むこの場所が、自然界と調和した、ひ
とつの完結した小宇宙に思えてくる。
そうした肘折の持つイマジネーションの
喚起力を頼りに、2007年から温泉街の
人々と東北芸術工科大学が東北ルネサ
ンスプロジェクトの1つとして共同で行
っているアートプロジェクト『ひじおりの
灯』は、地域とのつながりを着実に深め
ながら少しずつ規模を拡大し、今年で開
催3回目を迎えた。

肘折の夏の風物詩として定着した、夜
の温泉街を彩る八角の灯籠『ひじおりの
灯』。その2009年の新作は、本学大学
院で洋画、版画、テキスタイル、グラフ
ィックデザインを学ぶ43名の若者たちが、
肘折温泉での逗留制作を経て描きあげ
たものだ。
山菜や旅館の景観、浴衣姿の湯治客や
朝市の様子、同地の伝説や妖怪奇譚の
類、月山信仰に基づく様々な儀礼、銅山
川を流れる雪解けの水音など、有形無形
の肘折的小宇宙が、工夫を凝らした36

基の灯籠に仕上った。
ぜひ点灯期間中に肘折を訪れて、温泉
街の濃い闇に映える、若者たちの灯籠
に目を凝らしてほしい。そこには、直径
3kmの小さなカルデラ盆地に集約され
た、驚くほど多様な土地や家族や命をめ
ぐる物語が、壮麗な絵巻物のように渦巻
いている。
また、8月19日（水）には、肘折を舞台
としたドキュメンタリー映画『湯の里ひじ
おり―学校のある最後の1年』の特別上
映会も温泉街で開催される。この映画
が初作品となった監督の渡辺智史さんも、
東北芸術工科大学の卒業生だ。せっか
くの行き止まりの街、できたら実際に肘
折に泊まって、日々の忙しい生活を忘れ
て、湯と灯籠の光に浸ってほしい。

いにしえの霊湯と、芸術の灯にひたる夜。

『ひじおりの灯』コーディネーター
宮本武典（本学学芸員）

肘折温泉街で取材を行う学生

旧肘折郵便局舎の前で作品解説をする学生たち

共同浴場の壁画『肘折媒染』




